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地方独立行政法人岡山県精神科医療センターの令和６年度に係る業務の実績に関する評価結果 

 

1 評価対象法人の概要 

⑴ 法 人 名 等  岡山市北区鹿田本町３番16号  地方独立行政法人岡山県精神科医療センター 理事長 山田 了士 

⑵ 設 立 年 月 日  平成19年４月１日 

⑶ 設  立  団  体   岡山県 

⑷ 資 本 金 の 額   1,202,336,883円 

⑸ 中期目標の期間   令和４年度～令和８年度（第４期） 

⑹ 目的及び業務        

ア 目 的 

精神障害者の医療、保護及び発生の予防並びにこれらに必要な研究を行うことを目的とする。 

イ 業 務 

(ア)精神科及び神経科に関する医療を提供すること。 

(イ)精神科及び神経科に関する医療の調査及び研究を行うこと。 

(ウ)精神科及び神経科に関する医療技術者の研修を行うこと。 

(エ)前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 

2 評価の実施根拠法 

地方独立行政法人法（平成15年法律第118号）第28条 

3 評価の対象 

令和６年度における地方独立行政法人岡山県精神科医療センターの第４期中期計画（令和４年度～令和８年度）の進捗状況 

4 評価の趣旨及び評価者 

⑴ 評価の趣旨 

地方独立行政法人法の規定に基づき、地方独立行政法人岡山県精神科医療センター（以下「岡山県精神科医療センター」という。）が、岡山県内の精神科医療の

中核病院として、他の医療機関の模範となるような業務運営が行えるよう、業務の質の向上、業務運営の効率化、透明性の確保等について自主的、継続的な見直し

及び改善を促すことを目的に、業務の実績評価を行う。 
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⑵ 評価者 

  知事 

5 評価方法の概要 

⑴ 評価基準 

地方独立行政法人岡山県精神科医療センターの業務の実績に関する評価の実施基準 

⑵ 評価の手法 

地方独立行政法人岡山県精神科医療センターの自己評価の結果を活用する間接評価方式 

6 評価結果 

⑴ 総合的な評定 

知事は、岡山県精神科医療センターが地方独立行政法人岡山県精神科医療センターの業務の実績に関する評価の実施基準により自己評価した「令和６年度事業報

告書」の提出を受け、次のとおり評定した。 

岡山県精神科医療センターは、「人としての尊厳を第一に安全・安心の医療をめざす」ことを理念とし、「人権を尊重し、利用者の方々の視点に立った良質な医

療の提供」、「地域や関係機関との連携をすすめ、患者の社会参加への積極的支援」、「快適な治療環境の提供」、「精神科医療水準の向上」、「公的病院の責務

を果たし、健全で透明性の高い病院運営」に努めることとしている。 

令和６年度においても、職員が一丸となって機動的・戦略的な運営が行われていると認められる。 

特に、精神科救急医療において、24時間365日の救急対応を実施し、県内で中心的な役割を担っているほか、医療従事者の手厚い配置が必要である児童・思春期

精神科医療、高い専門性が求められるアルコール・薬物・ギャンブル等依存症医療、公的病院が設置することとされる司法精神入院棟の運営など、民間では複雑で

対応困難な分野においても、地方独立行政法人として、公的な役割を担い、全体としての精神科医療向上に資するよう取り組みながらも、高い水準での財務内容の

健全性を維持していることを積極的に評価するものである。 

さらには、入院治療中心の精神科医療から地域生活中心の精神科医療への取組を一層強化するため、外来通院、訪問看護、デイケア、相談支援センター等の在宅

医療及び福祉サービスを充実させた。多職種チーム医療の提供や他機関と密に連携・協働することで、早期に連続性を担保した地域移行・定着支援を行った。 

また、岡山県精神科医療センターにおけるセキュリティ対策の脆弱性により、令和６年５月にサイバー攻撃を受けたが、直ちに紙カルテ運用に切り替え、診療を

止めることなく、精神科救急急性期患者を常時受け入れるとともに、原因究明に努め、各種セキュリティ対策を実施した。 

最小項目別評価の結果をみると、令和６年度の計画に掲げられた38項目中、評点４（年度計画を十分に達成）が37項目、評点１（年度計画を未達成）が１項目と

いう概ね高い水準である。 

以上、全体として、岡山県精神科医療センターが地方独立行政法人のメリットを生かし、前年度に引き続き、様々な改革を着実に実行に移している状況が十分見
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受けられたことから、令和６年度の業務の実績における第４期中期計画の進捗は、優れて順調と評定する。 

なお、岡山県精神科医療センターは地方独立行政法人として公的な使命を有しており、引き続き、県内精神科医療の中核病院としての役割を果たし、医療の質の

向上を図りつつ、県民のニーズを十分に考慮した運営が行われることを望む。 

⑵ 中期計画の各項目ごとの評定 

Ⅲ  県民に提供するサービスその他の業務の質の向上 

ア 評定 

中期計画の進捗状況は優れて順調 

イ 理由 

職員が一丸となって地方独立行政法人のメリットを生かしながら様々な改革を継続し、良質で高度な精神科医療の獲得とその実施、及び関係機関と連携した

県全域での困難事例等への対応等において、着実な取組と期待以上の成果が見受けられる。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 30項目 

② 特筆すべき項目 

・精神科救急急性期患者を常時受け入れできるよう、積極的に病床管理を行った。また、多職種チーム医療の提供や他機関との連携により、早期に継続した

地域移行・定着支援を行った。 

・他機関と連携した国等の研究事業への参加や多くのモデル事業を受託することで、精神科医療における診断・治療法等、質の高い医療提供に努めるととも

に、各種研修会の開催や実習生の受入れ等により県内精神科医療の向上を図った。 

・精神疾患だけでなく身体疾患を伴う患者に適切な医療を提供するため、岡山市立市民病院、岡山大学病院、岡山赤十字病院等の総合病院と連携を図った。

また、専攻医を受け入れ、精神科医の人材育成を行った。 

・地域移行支援・地域定着支援を進めるため、岡山市内の精神科病院に対する地域移行支援の提供や、行政機関等と協働した研修会の企画、岡山市障害者自

立支援協議会内でのワーキンググループ運営など、「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」構築の一翼を担った。 

Ⅳ 業務運営の改善及び効率化 

ア 評定 

中期計画の進捗状況は優れて順調 

イ 理由 

医療の質の向上を図りながら、各種制度変化への迅速な対応と業務運営の不断の見直しを実施することで、効率的な業務運営を推進した。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 １項目 



4 

 

② 特筆すべき項目 

・精神科地域包括ケア病棟入院料など、病院機能に合致した診療報酬請求の届出を行い、施設基準の取得や請求漏れの防止を徹底した。 

Ⅴ 財務内容の改善 

ア 評定 

中期計画の進捗状況は優れて順調 

イ 理由 

全国の自治体精神科病院と比べ、経常収支比率等の経営管理指標が良好な水準にあり、県内精神科医療の中核病院としての役割を果たしつつ、財務内容の健

全性を維持した。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 ２項目 

② 特筆すべき項目 

・全国の自治体精神科病院と比べ、極めて高い水準での経営状況を維持した。 

 

区   分 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

経常収支比率（経常収益／経常費用） 109.1％ 108.4％ 102.3％ 

医業収支比率（医業収益／医業費用） 96.4％ 97.4％ 91.6％ 

人件費比率（総人件費／医業収益） 75.4％ 74.8％ 79.9％ 

Ⅵ その他業務運営に関する重要事項 

ア 評定 

中期計画の進捗状況は優れて順調 

イ 理由 

ワークライフバランスに配慮し、労働環境の向上を図るなど、職員の心身の健康面に配慮した働きやすい職場環境づくりを推進した。 

岡山県精神科医療センターにおけるセキュリティ対策の脆弱性により、令和６年５月にサイバー攻撃を受け、個人情報が流出する事案が発生したが、原因究

明に努めるとともに、各種セキュリティ対策を実施した。 

ウ 評価した項目 

① 項目数 ５項目 

② 特筆すべき項目 

 ・職員の模範となるような取組や業務に対する姿勢については、人事評価だけでなく理事長表彰を行うことで、職員の労働意欲の向上を図った。 
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・サイバー攻撃前に契約していたSOCサービス付きアンチウィルスソフトの導入を行ったほか、セキュリティコンサルタント事業者と契約し、侵入防止策

や水平展開防止策、医療機器の脆弱性対策など、各種セキュリティ対策を実施した。 

(3) 評価結果等の業務運営への活用状況 

精神科救急医療において県内で中心的な役割を担っているほか、医療従事者の手厚い配置が必要である児童・思春期精神科医療、高い専門性が求められる依存

症医療、公的病院が設置することとされる司法精神入院棟の運営など、地方独立行政法人として公的な使命を果たしつつ、医療の質の向上に努めた。 

また、令和６年５月にサイバー攻撃を受け、個人情報が流出する事案が発生したことについては、調査を十分に行い、原因究明に努めるとともに、同様の事案

の発生を防ぐ方策の検討を求めていたが、令和７年２月に調査報告書を公表し、上記Ⅵウ②にある様々な対策を実施してきたと認められる。今後も、より堅固な

システム導入を行うなど、同様の事案の発生を防ぐ方策を検討し、併せて、システムが使用できない場合においても、各部署で被害のレベルに応じた対応ができ

るように詳細手順の作成などを進められたい。 

 

 

   


